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学級活動 生徒会活動 学校行事

(1) 学級や学校の生活づくり　　　　２０単位時間
(2) 適応と成長及び健康安全　　　   ５単位時間
(3) 学業と進路　　　　　　　　　　　 　１０単位時間

令和５年度　　江戸川区立 小岩第五中学校　　　　特別活動全体計画

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

○　学習の成果、生活の様子などを生徒自身がふり返り、
記入した用紙やファイルを保護者に見せて、励ましのこと
ばをもらい、生徒に目標をもたせる。
○　社会教育施設でのイベントに参加したり、学習スペー
スとして活用することを勧めたり、地域の人材を活用して
ゲストティーチャーによる学級講話を行ったりして、地域と
連携した教育活動を工夫する。

○　生徒会本部が呼びかけて、地域のイベ
ントやボランティア活動に参加する機会を
つくり、社会貢献の体験をさせる。
○　生徒会役員が小学校を訪問したり、小
学生を中学校に招いたりして、小・中の連
携を勧めたり、地域での生徒会交流などに
参加させ、自校に対する誇りと愛着をもた
せる。

○　できるだけ多くの行事を保護者。地域の方
に公開し、生徒の活躍する姿を見てもらい、学
校への支援をお願いする。
○　運動会や文化祭にPTA参加の場をつくった
り、PTAバザーに生徒が協力したりすることに
より、生徒と大人のかかわりをつくる。

配当時数

(1) 生徒総会・選挙　　　　　　　 ３単位時間
(2) レクリエーション活動　　　   ６単位時間
(3) ボランティア活動               ６単位時間

(1) 儀式的行事　　　　　　　　　　１5単位時間
(2) 文化的行事　　　　　　　　　　２０単位時間
(3) 健康安全・体育的行事　　　１５単位時間
(4) 旅行・集団宿泊的行事　　　２０単位時間
(5) 勤労生産・奉仕的行事　　　3０単位時間

他
の
教
育
活
動
と
の
関
連

備
考

○　生徒会活動やボランティア活動などの
テーマを扱い、生徒が学校や地域の様々
な活動に積極的に参加しようとする態度を
育てる。

○　集団生活や社会のルール・マナーを守ろう
とする意識を育て、行事に前向きに取り組み、
儀式に真剣に参加しようとする態度を育てる。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○　行事に向けて学級での決めごと、話し合い、作業
に取り組みながら、集団の中で他とかかわり合いなが
ら自己の多様な能力を伸ばす。

○　学校生活を生徒の力でより良くつく
りあげていく生徒会活動で培った能力
を、総合的な学習の時間の諸活動に役
立てるようにする。

○　旅行・宿泊行事の事前・事後学習で、自
分で調べてまとめる力を育てる。
○　職業や上級学校調べに取り組み、自分
の将来の進路について考え、目標やイメー
ジをもたせる。

各
教
科

○　学級で感想や意見を発表する力を伸ばし、その力
を国語や社会の授業で生かし、逆に様々な授業で伸
ばした発表力を学級活動に生かす。

○　生徒会活動で学校全体や地域の課
題を考えて身につけた広い視野で物事
を考える力を国語や社会の授業に生か
し、逆に様々な授業で学んだ世の中に
ついての知識を生かして、社会貢献活
動に参加する行動力をひき出す。

○　各教科の成果を作品展で発表する。
○　国語授業で弁論大会予選や百人一首の練
習を行う。
○　音楽授業で音楽鑑賞教室の事前学習を行
う。
○　体力測定・運動会・球技大会などと体育授
業との関連を図る。
○　旅行・宿泊行事に向けて、社会・国語・理科
などの教科学習の成果を生かす。

道
徳

○　思いやりの心、友情、協力、奉仕、生命尊重などの
テーマを扱い、人間関係づくりや改善を図る。
○　感想や意見を発表する経験を通して、学級の諸問題
を解決する力を伸ばす。

指
導
の
方
針

○　いじめを許さない、正義の通る学級づくりを図る。
○　共感的で肯定的な人間関係の構築を目指す。
○　他と協力する力と自分の役割を果たす責任感を育て
る。
○　集団決定をし、集団で実施する文化をつくる。
○　教科学習や進路学習を通して、考え・発表し・聞く力を
養う。

○　生徒委員会活動を活発にし、生徒自身
の力で快適な学校生活をつくる。
○　生徒会本部役員の積極的な呼びかけ
活動により、学校に前向きな雰囲気を広げ
る。
○　地域のイベントやボランティア活動に協
力し、自信と充実感をもたせる。

○　行事を通して生徒に活躍の場を与え、努力
と成果を認め、自信と意欲をもたせる。
○　行事の取り組みにより、学級や学年の団結
を深め、学校全体の力を高める。
○　保護者・地域に公開し、信頼され愛される
学校づくりを進める。

主
な
指
導
内
容

○　朝読書を通して、自ら学ぶ習慣を身につけ、助け合い
学習により基礎学力の定着を目指す。
○　学級討議・学級指導により、学級の諸問題を発見し、
自分たちで解決・改善する力を育てる。
○　思春期の不安や悩み、進路についての知識などをみ
んなで共有し、支え励まし合える人間関係をつくる。
○　班活動を重視し、身近な人間関係の中で他と関わる
力、コミュニケーション能力を伸ばす。

○　生徒会の計画や運営：生徒総会・生徒会役
員会・中央委員会・生徒会役員選挙・生徒会誌
の作成
○　異年齢集団による交流：新入生歓迎会・三
年生を送る会・新入生体験入学
○　生徒の諸活動についての連絡調整：各種委
員会による活動
○　学校行事への協力：運動会・文化祭等
○　ボランティア活動などの社会参加：地域まつ
りやイベント・PTAバザー・防災訓練・朝のあい
さつ運動

○　儀式的行事：入学式・卒業式・始業式・終業式・
修了式・離任式・壮行式
○　文化的行事：文化祭・作品展・合唱コンクール・
弁論大会・百人一首大会・音楽鑑賞教室
○　健康安全・体育的行事：健康診断・身体体力測
定・運動会・水泳教室・球技大会・連合陸上大会・
セーフティ教室
○　旅行・集団宿泊的行事：校外学習・林間学校・修
学旅行・卒業遠足
○　勤労生産・奉仕的行事：職場体験や職場訪問、
見学・地域イベントやボランティア協力

特別活動
の重点目

標
集団活動や体験的活動を通して、意欲的に行動する力、積極的に人とかかわる力、自ら社会に貢献する力と強い心をもった生徒を育成する。

目
標

　互いの存在と個性を認め合う良い人間関係を築き、
他と協力し、自己の責任を果たすことにより、学級の
一員としての自覚と、より良い生活づくりに努める意
欲を育てる。

　生徒の主体的な活動により、学校の
諸問題を解決し、良い校風づくりを進め
る力を育てる。

　様々な種類の行事を設けて、多くの生徒
に活躍の場を与え、学級や学年の枠をこえ
て協力する活動により、質の高い学校文化
を築く。

学校の
教育目標 ○健やかな人　○知性に富む人　 ○心豊かな人　○勤労を尊ぶ人

特別活動
の目標 生徒の自治・自主的な活動の場を多くつくり、よりよい人間関係を目指し、他を尊重し協力する態度を育成する。

目指す
子供像 規範意識を身につけ、向上心にあふれ、思いやりのある「強い心」をもち、将来の夢を描き努力する生徒。


